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１ 業務の目的 

これまで対馬の北の玄関口である比田勝近郊地区にスポットをあてた “対馬”「北の玄関口」地

区まちづくり協働プラン、観光リゾートイメージ図と上対馬町住民が協働で策定した計画はあっ

たが、上県町を含めた北部対馬地域を網羅したまちづくり計画はなかったため、今回、新たに

（仮称）北部対馬アクションプラン （以下：プラン を策定する。本業務は、北部対馬地域に暮

らす住民、事業者、その他関係機関等がワークショップなどの協働作業により、これまでの取組

を検証し、地域の未来に夢が持てる将来性と、現状を踏まえながら、実効性の高い計画を策定す

ることを目的とする。 

 

【計画策定の流れ】 
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２ 本年度業務の全体像 

本年度、市民等の意見収集のもとで、北部対馬アクションプラン策定に向けた基本方針・全体

構想（案）の策定を行った。 

北部対馬および関連する地域事業者等、地元選出議員からのヒアリング、広く市民、地域の子

供たちからの意見収集のアンケート調査、アクションプラン策定にかかる事業者・行政・関係機

関等参集による検討委員会、具体的な施策掘り下げを実施する作業部会の実施等により検討を進

めてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼検討委員会及びワークショップ 

策定業務内容 実施日 開催場所 参加人数 

第 1 回 北部対馬活性化検討委員会 令和 6 年 11 月８日(金) 上対馬総合センター 29 人 

第 1 回作業部会「観光・まちづくり」 

令和 7 年 2 月 14 日(金) 上対馬総合センター 26 人 

令和 7 年 2 月 15 日(土) 仁田コミュニティセンター 6 人 

令和７年 2 月 16 日(日) 上県地区公民館 8 人 

地域マネージャー校区会議（上県地区） 令和 7 年 2 月 17 日(月) 上県地区公民館 6 人 

地域マネージャー校区会議（上対馬地区） 令和 7 年 2 月 17 日(月) 上対馬庁舎 11 人 

第 2 回 北部対馬活性化検討委員会 令和 7 年 3 月 13 日(木) 上対馬総合センター 26 人 

▼アイディア募集アンケート 

策定業務内容 実施日 実施場所及び範囲 
回答人数 

※2 月 19 日現在 

韓国人旅行者アンケート 令和 7 年 1 月 18 日(土) 

～令和 7 年 1 月 22 日(水) 

比田勝周辺店舗及び国際ターミナル 90 人 

対馬市民アンケート 

令和 7 年 2 月～3 月 

（子供用） 

令和 7 年 2 月～6 月 

（大人用） 

全世帯配布（上対馬・上県） 

比田勝・佐須奈・仁田小 5、6 年生 

比田勝・佐須奈・仁田中・上対馬高

校の全校生徒配布 

大人 38 人 

子供 77 人 

合計 115 人 
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▼ヒアリング 

策定業務内容 実施日 実施場所及び範囲 回答人数 

市民・事業者ヒアリング 令和 6 年 12 月 18 日(水)～ 

令和 6 年 12 月 20 日(金) 

市民・事業者指定の方法・場所 15 人 

地元議員ヒアリング 
令和 6 年 12 月 18 日(水)～ 

令和 6 年 12 月 20 日(金) 

上対馬庁舎または 

議員指定の方法・場所 

5 人 

第 1 回 北部対馬活性化検討委員会 

欠席委員ヒアリング 

令和 6 年 12 月 欠席委員指定場所 ６人 

韓国旅行社、船会社、交流団体 

ヒアリング 

令和 7 年 1 月 24 日 韓国釜山市 7 カ所 
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３ 基礎調査 

以下整理データを列挙する。 

（１）人口推移 
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（２）漁業の状況
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（３）観光の現状 
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（４）公共交通の現状



 

16 

 

  



 

17 

 

  



 

18 

 

  



 

19 

 



 

20 

 

  



 

21 

 

（５）空き家・空き施設  
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（６）北部対馬市民アンケート 
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【アンケートフォーム】  
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（７）北部対馬子どもアンケート 
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【アンケートフォーム】  
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（８）韓国人観光客アンケート 

• 調査の目的 

    比田勝港を利用する韓国人観光客の来訪行動 

   釣りに対する意向の把握 

 調査期間 令和 7 年 1月 

• 調査方法 比田勝港国際ターミナルでのアンケート表、 

      QRコード配布、声掛けにて回答依頼  

• 回収状況 90 票 
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４ 北部対馬地域活性化検討委員会の運営支援 

（１）第１回 

項目 内容 

日時 令和 6年 11月 8日（金） 

場所 上対馬総合センター 

参加者 29 人 

実施次第 〇会長・副会長選出 

〇会長挨拶 

〇趣旨説明 

〇ワークショップ① アクションプランの目的・目標・方針、北部対馬の現

状と課題 

〇ワークショップ② 北部対馬のあるべき姿・ビジョンの設定 

〇ワークショップ③ 北部対馬で最優先に取り組むべき論点 

〇まとめ 
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（２）第２回 

【実施概要】 

項目 内容 

日時 令和 7年 3月 13日（木） 

場所 上対馬総合センター 

参加者 26 人 

実施次第 〇趣旨説明 

〇各種調査結果の報告 

〇基本方針と全体構想の説明・協議 

〇作業部会の状況説明と協議 

〇今後の計画策定の進め方説明 

 

 

【基本方針と全体構想についての協議内容】 

グループ 内容 

A ・韓国人が来る地域であるのて、韓国の方、島民、国兄のふれあいの場をつく

ること 

・星空を活用、寝転がってみるようなコンテンツを持つこと 

・道路の倒木など、景観がよくなるような整備を行うことが必要・ 

 

B ・便利と不便、支えあえる地域の安心感を大事にしたい 

・担い手の問題について、75歳以上の方を活用して働いてもらって、交流も健

康も生まれることを目指す。孤立しない、内地の子供たちのところへ行かず

に、対馬の暮らしを楽しめること 

・北部でつくる、上対馬上県が思い浮かぶことが重要。豊かな自然が特徴、国

境の地域であることを押していくことが大事。九州との距離感も違うので、

北部は自然保護 

・高校生の 8 割は島外へ出る。就職したい高校生もいるので、上対馬高校で韓

国語、水産関係の学びもできることを企画されているので、高校生を担い手

に、コミュニてぃスクール 

・放課後に友達と遊びたい、交通の部分の壁。バイク通学を認めることで放課

後のある生活をつくってあげたい。仲間意識を強めることで、その後の島で

の暮らしに影響を与える 

・国際ターミナル主変に、観光拠点としての大きな施設が、待合も、子供たち

が集まることも、雇用が生まれる 

・海業の展開も重要 

・バスの大浦右回り、左回り、観光、高校生、高齢者も乗り合わせできるよう

に整備したい 

 

C ・暮らしの中で、住んでる方が安心して暮らせること、韓国人との交流ができ

ればいい 

・幸せに暮らすことが観光客にも魅力的にうつるはず 

・今住んでる方、特に高齢者の方が安心して暮らせるまちになること 

・交通の便がわるい、仕事があれば、島に残れる 

・海がきれいだがアクティビティ日体がない。 

・土日に子供の居場所がない。 

・一つの業態を一つの会社がやるのではなく、紅茶を出す、ケーキ、場所を貸

す人が三社で一つの事業をやる 

・自然が豊か、昔は磯で遊んだが、今は厳しい。ニナをひろうとかやってた。

磯の開放を土日祝日限定で、漁協がお金をとってやる。家族できた方が遊べ

る 
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・海に親しむと、海ごみ回収の協力体制、ボランティアに参加する方も増える

のではないか。 

・学校、野外で遊ばせない、島の子が魚のことをわからない状況。親の責任

で、管理をきつくしないでしたい 

 

D ・ヤマネコのところ、対州馬も加えたい。集落でも買われてたことがあったの

を聞くと、学校で大衆場に触れ合えること、土日週末どうするかを考える。

癒しにもつなげられる 

・馬の世話も登録制で、ボランティアでもふれあい、お世話ができるしくみが

できたらいい 

・ビジョン案、国境の豊かな自然と交流により の部分を膨らませたらいい。 

・学校教育、子供たちがもっとのびのびと個性豊かに特色ある学校になると、

対馬に移住したい家族も増えると思う。 

・教育現場では、人づくりのワードを入れられたと考える。小さいときから地

域を、対馬を好きで育つ子供たちがいることが素敵。対馬が好きだから戻っ

てきたい子供が増えたらと思う。仕掛けとして、ふるさと教育がやられてい

るが、先生方も地域の名人、暮らしの名人とのつながりを学校でつくるこ

と、コーディネータ的な方がいれば進められると思う。 

・のびのびと子供たちに育ってほしい 

 

E ・自然と賑わいのバランスが難しい。対馬にしかないことを打ち出す 

・子どもたちからお店が少ない意見、無印とか島村とか、担い手がいない問題

もあるので、今の既存の商店の事業承継、地元の天ぷら屋さんも残ってほし

い。 

・子どもたち、8割は出ていくが、子育て環境は上対馬は良いはず。治安が良

い、病院は不安だが、帰ってくる子供たちのための環境づくり、チャレンジ

できる環境をつくること 

・海士町ないものはない、連携することもできる 

・国境マラソンのコースを循環する交通手段があるといい。 

・イベントに力を入れる、野外ふぇすなども 

・上対馬、国境に近いことが強みである。観光客だけでなく、地元に住む人が

いないと事業は難しくなるので、済みやすいまちを維持しながら、安心して

チャレンジできる環境をつくることをビジョンに入れていきたい。 

 

 

【作業部会、具体事業の掘り下げについて】 

グループ 内容 

A ・空き家活用、公共交通 

・空き家活用については、ゲストハウスが北部に少ないことが挙げられる。上

対馬高校に当たらいいコースが出るときに、生徒が住むところがない、新た

に箱モノを立てるのは難しいので、空き家の活用ができれば。 

・北部にジビエの解体施設、豊の学校の大きな施設で、体育館を使ったスポー

ツ合宿、佐護では活用されているが 

・公共交通については、タクシー会社、夜も特に少ないので、ライドシェアを

進めたい 

・スクールバスの活用も便数がもっと増えないと。一般市民も利用しやすい仕

組み、自動運転などの新しい技術導入も必要になってくると考える。 

 

B ・国際ターミナル周辺で、一回バス駐車場、2回以上にお店が入るのを考える

部会を考える。残ってほしい地元のお店が入ってもらうこと、コミュニティ

カフェ、プリクラで学生が集まれる。商業施設をつくること。高校生のバイ
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トもできるようにする、韓国の人との交流、卒業後の働き方も考えられる、

バイターン 

・ジビエの部会を上対馬上県でつくる。北部ではいのしししかを埋設、活用で

きないことが多い。 

・そば道場でもジビエ使えるのではないか 

・どこでも仕事ができる人、ノマドが働ける場、アイデアも導入できる 

・地元の伝統文化を広める会、ダンス教室を運営しているが、アイゴ連もあ

り、太鼓とダンスの融合はできないか、子供たちのアンケートでも北部対馬

ならではの伝統文化の話が子供たちから出て売るのは貴重、広く関心ある方

を集めて、どんなイベントで、国境マラソンウィーク、前後で楽しんでもら

える時期、国境マラソンウィーク部会もあると思う。そこでお店を出したい

事業者が担う部分も出てくると思う。 

 

C ・公共交通について、高齢者の足の確保が難しい。例えば今ある循環バス、病

院、比田勝ターミナルの本数を増やす、公共交通でなくても循環交通ができ

ないか。上対馬上県の観光地をめぐるようなコースがあるといい。観光地に

詳しい方、ガイド役割を担いながら事業展開できないか。 

・既存の施設の集約化、そば道場に図書館を併設するような、複合化の検討が

したい。 

 

D ・まず、不動産、移住者の空き家探しはニーズあり。空き家バンクはあるが、

使い勝手がよくない部分もある。だれに聞けばよいか、情報を整理すること

もできる。協力者は出てくるとお能が、民間になると核になる人を作るのが

課題。 

・公共交通機関は、現状のやり方では難しい。ライドシェアのような手法を使

うこと、現状では車に乗せて金をとる、法の整備など運転手の安全面の評価

ができる仕組みがあるとできると思う。 

 

E ・事業としても空き家を活かすことができる。問題は仏壇があること、資材を

捨てること、これらをクリアすると今新築を立てるのは大変なので、改修は

現実的。 

・不動産がない、物件を探している人は多く、必要 

・雨の日の遊び場、子供たちへの場所の提供。安心して過ごせる。韓国人もそ

う。学校を改修して実施できるか 

・水耕栽培なども学校施設を利用してできるのではないか 

・国際ターミナルの埋め立てを進めて駐車場を増やすこと、 

・市の規制緩和、公務員の土日の時間を使って、会社でも副業の規定を見直

す。日曜日の保育所などの担い手解消になるといい 
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５ ヒアリング調査 

（１）事業者ヒアリング 

 

日 付 実施先 調査者 場 所 

9/11 
(水) 

株式会社ティースリー 対馬みうだペ
ンション オーナー 
比田勝 孝史 氏 

MIT 吉野 
LB 山内(佳) 

対馬みうだペンショ
ン 

MADO 宮城 佳奈 氏 
MIT 吉野 

LB 山内(佳) 
MADO 

築城 慎一 氏 
MIT 吉野 

LB 山内(佳) 
島めし家 北斗 

９/12 
(木) 

観光物産協会西 護 氏 永留 氏 
MIT 吉野 

LB 山内(佳) 
観光物産協会 

大野 氏 
MIT 吉野 

LB 山内(佳) 
 

地域づくり課有江 氏 
MIT 吉野 

LB 山内(佳) 
市役所別館第２ 

9/13 
(金) 

橘田 氏 
MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 
MIT 

(株)島の宝 
朴 氏 

MIT 吉野 
LB 齋藤 山内(佳) 

MIT 

今村商店 
今村 純一 氏 

MIT 吉野 
LB 齋藤 山内(佳) 

今村商店 

細井 氏 
藤原 氏 
築城 氏 

MIT 吉野＿＿ 
LB 齋藤 

古里 

9/14 
(土) 

株式会社タケスエ 
武末 聖子 氏 

MIT 吉野 
LB 齋藤 

タケスエ 

武末 祥人 氏 
MIT 吉野 
LB 齋藤 

MADO 

小林 氏 
MIT 吉野 
LB 齋藤 

久兵衛商店 

9/15 
(日) 

フラットアワー 
銭本 氏 

MIT 吉野 
LB 齋藤 

フラットアワー 

協働隊 荒井 氏 
MIT 吉野 
LB 齋藤 

空港ロビー 

協働隊 釜坂 氏 
MIT 吉野 
LB 齋藤 

空港ロビー 

9/16 
(月) 

ちろもの宿/小川工務店関係者（元島
おこし協働隊）小川香織氏 

MIT 吉野 MIT 

10/2 
(水) 

理研ハウス 
DAEMADO ホテル 
中村 氏 

MIT 吉野 
LB 齋藤 山内(佳) 

DAEMADO ホテル 

古場さん 
MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 
つしまカフェ 
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【ヒアリング結果整理】 
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（２）議員ヒアリング 

 

令和６年度（仮称）北部対馬アクションプラン策定業務委託 

議員ヒアリング調査実施リスト 

日 付 時 間 実施先 調査者 場 所 頁 

12/16(月) 
８時 30 分～ 

８時 45 分 
糸瀬 雅之 氏 MIT 吉野 電話ヒアリング ２ 

12/18(水) 

10 時 00 分

～ 

11 時 25 分 

坂本 充弘氏 
MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 
上対馬振興部 2 階 ２ 

14 時 00 分

～ 

15 時 45 分 

脇本 啓喜氏 
MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 
上対馬振興部 2 階 ４ 

12/19(木) 

13 時 00 分

～ 

14 時 20 分 

春田 新一氏 
MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 
上対馬振興部 2 階 ５ 

12/20(金) 

10 時 00 分

～ 

11 時 00 分 

島居 真吾氏 
MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 
MIT 9 

 

議員ヒアリング調査結果 

実施先 糸瀬 雅之 氏 調査者 MIT 吉野 

日 時 
令和 6 年 12 月 16 日(月) 

8 時 30 分～8 時 45 分 
場 所 電話ヒアリング 

主なヒアリング調査項目 

・上対馬の計画は 10 年前に作っていたのにその後の評価・改善をしていないで、また新し

い計画を作るのはおかしいのでは。それだったら作ったことのない上県のアクションプ

ランを作って欲しい。 

・計画を作っても予算がないからできないことが多い。むしろ予算を用意してもらった上

で、その範囲で計画を作るのが本来ではないか。例えば 3 億円を上県の振興に使えるか

らどんなことをやるかの計画を作るという流れ。 

・委員の選定方法に疑問がある。上県の地元女性や地域の人がほとんど入っていない。上

県の商工会の女性部とか佐護・仁田の女性などにも話を聞いて欲しい。「女性議会」や

「子ども議会」等を開催して意見を出してもらってはどうか。同様に、若者の意見を聞

いて欲しい。 

・新しいことをやるよりも今ある資源（馬事公園、棹崎公園、千俵薪山など）を観光地・

地域の集まる場としてしっかり整備して欲しい。千俵薪山は、道が悪いし、頂上に休憩

所やトイレが欲しい。 

・佐護の廃校の活用はうまくいっていないようだが、経営が悪いのか、人を呼び込めてい

ないよう。補助金を使うだけでなく、行政が主体に事業として予算をつけて整備を進め

ていくべき。 
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実施

先 
坂本 充弘氏 調査者 

MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 

日 時 
令和 6 年 12 月 18 日(水) 

10 時 00 分～11 時 25 分 
場 所 上対馬振興部 2 階 

主なヒアリング調査項目 

■漁業・水産業の課題について 

・根本的には人口減少が最も深刻な課題である。20 歳過ぎに漁協に入ったが、その頃の上

対馬漁協は非常に働き盛りが多く、60 歳くらいの人は引退していた。現在は死ぬまで現

役で働くようになった。 

・漁協は現実的には統廃合していかないと人がいない。 

・一本釣りをする人が減少している。不漁や時化が長く続くと漁業経営が厳しいという危

機がある。今漁業をしている父親は子どもに継がせたいと考えていない。 

・高学歴にして福岡に送り込む教育スタイルになっている。「勉強をして学歴がある人材は

対馬で働くにはもったいない」という価値観になった。 

・昆布は少なくなったが、根付資源の資源回復も努力していかないといけない。漁協では

磯焼け対策に取り組んでいるがイスズミが本当に増えて厄介。 

・海業は初めての計画で、まだまだ今から。漁業の担い手がいるこの 10 年くらいの間での

取組が重要。 

・上対馬漁協の水揚げする岸壁が一番古くなっている。県のほうにも陳情して漁協の前の

エプロンが 3m 程度しかない。6m くらいにすれば急傾斜が緩やかになって荷捌きが楽

になると思っている。イカ釣り船が年間４～５億くらいあり、ようやく 20 億に到達。組

合員の水揚げが 23 億くらいのうちの地元が 18 億程度私のころはあった。 

・アカムツ、アマダイにしても、タチウオにしても、ブランド魚なので売れる専門店があ

る。特大のアマダイが築地にいっていたが、今は豊洲に移転。特大が水揚げされたら空

輸している。 

・ただ、アカムツが少なくなったと聞いている。それでも値段は高くつくが。あまり獲り

すぎると減ってしまう懸念ある。 

 

■交通の課題について 

・船の往来はもちろんのこと、移動手段が自動車しかなく、まだまだ国道も含めて道路が

整備されていない。私は道路のことばかり言っている。若い人は運転しても楽しくな

い。ドライブして楽しく。 

・国道。県に行ったときに国道整備の陳情はしている。国交省の先生に言って、対馬の道

路整備を少しでも早く。国道整備の計画は大体あって、部分改修をやり続けている。10

年前の計画を今実行している感じで遅い。 

・昭和 57~58 年くらいに対馬の国道２車線化を 10 年以内に実現してみせるといったが、

もう 50 年経過している。まだまだ。 

・琴の道路河川トンネルを掘る予算がない。琴の予算がつかない。 

 

■教育・働き方改革・生活利便について 

・SDGs 実践塾大学や企業から。受け皿づくりが課題。 

・兼業や副業も柔軟に。 
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・高齢者は病院と買い物に行く足がない。 

・自衛隊が購入してくれる。訓練の滞在場所。浅海中学校。ただし豊の学校については施

設が新しい。 

・漁業は座学というよりは実践。後継者の教育に関しても漁業者から勉強させて指導して

いる。漁業も厳しい。中途半端な気持ちで教えられない。 

・千葉県柏市に組合職員を養成する学校がある。２階が教室、３～４階が寮。 

・若い看護師さんがいない。いまは理想の職業ではなくなっている。介護もしないといけ

ない。 

・子育てでお金がかからない状況をつくっていかないと。 

・国の補助でいろいろ８割がたやっている状況。予算の出どころが違うので柔軟に流用で

きない。独自策を打っていくのはできるが、交付税を受けても工事が遅れたりする。 

・交付税の予算を増やしてもらうことはできる。 

・H29～なので、R9 年 3 月まで。国境離島振興の継続と、それ以上に予算を増やしてもら

うお願いをして陳情書を携えていっている。無いと運賃が倍になる。本土から来るには

今でも高い。 

 

■観光について 

・国会議員にも陳情し、昨年か一昨年か、韓国航路の混乗便が現実になったが、コロナで

元に戻ってしまったことが残念。 

・日韓関係が悪いときは大変。野党が政権をとるようになるとまた交流がなくなる。個人

的に韓国の方と付き合いがある人もいるが、なんで行くんだといわれて交流がなくな

る。 

・魅力が味わえる場所を作る。遊園地でもいいし、若者が好きそうな場所があるかと言わ

れたら何と答えてよいかわからない。韓国展望台は冬場が見えやすくて、毎日見えるわ

けではない。 

 

■自衛隊との連携について 

・自衛隊が部隊編成を変える。国防上大事な島、国境の島だから。航空自衛隊の宿舎は豊

にある。厳原は団地がある。陸上自衛隊増強のためには、訓練できる場所の拡充が必

要。山の中で訓練。 

・自衛官に猪鹿の対策してもらうのはできないか。 

 

■その他 

・女性にやさしい地域に。選挙が大変なので、理解してくれる夫がいないと立候補でき

ない。 

 

 

実施

先 
脇本 啓喜氏 調査者 

MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 

日 時 
令和 6 年 12 月 18 日(水) 

14 時 00 分～15 時 45 分 
場 所 上対馬振興部 2 階 

主なヒアリング調査項目 
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■アクションプランの考え方について 

・人口減少対策が本当に対馬の最重要課題なのか疑問。人口減少抑制はしなければならな

いが、減少していても住み続けられる島にすることに取り組んでいくことが重要（戦略

的な撤退）。 

・部設置条例について、DX の推進は何のためにしているか質問した時に、事務の効率化が

図られて浮いた人材や時間を振興局や行政センターに配置して現場で働く人を増やすと

答えたのに、それに逆行している。 

・自然災害の激甚化に対して、担い手の課題がある。ほぼ全ての人が消防と北部建設事務

所に入っており、災害が発生すると現場を見回って、ある程度早期に全体の被害状況把

握ができている。人口が減少したらどうするのか、市役所の都合ではなく地域力を高め

ることを考えなければならない。アクションプランをしている人からも北部建設事務所

を厳原に移動することに反対する声を上げてほしい。 

・作業部会は自由な発想でゼロから始めてもよいのでは。対馬の将来のことを考えましょ

うといってもハードルが高い。子育てのことについて話し合おう。文句がある人来てく

ださいなら来てくれるんじゃないか。細かくテーマを分けないと。こども園の行事があ

るときにヒアリングする。議員のこれまで吸い上げた意見を共有してほしい。壱岐のほ

うが、すぐ民間団体がすぐ立ち上がる。 

・計画は毎年最低１回見直しを行い、見直ししたことについてもフィードバックしていた

だきたい。 

 

■防災について 

・自主防災組織化は人材がいないから難しい。互助が効くような、どこが避難所なのか話

す場が必要。AI や SNS を使えないお年寄りがいるため、避難所など集落で話をしてい

く必要がある。 

・難民対策は、絵空事ではなく本当に考えておかないといけない。能登半島地震を見てい

るとフェリーもつけない。本土も相当な被害がある中で、３日もストップしたらスーパ

ーからモノがなくなる。農業も然り。非常食になるようなものをストックして、非常食

を食べる日を作って非常食の循環を。浅海中学校のところに自衛隊を入れるのはそれも

あるのでは。難民が来たら、仕切ってしまえば隔離ができる。 

 

■高齢者福祉について 

・高齢者施設が本当に必要なのか。グループホームはつくったが、余っていくのでは。 

 

■観光について 

・富裕層向け観光は良いとは思うが、カミソウなど立て直すには資材コストなど高騰して

おり採算が合わない。内装どころか食器から何からしないといけない。富裕層向けには

やりたいが、難しい。 

 

■雇用・担い手について 

・経済的な豊かさの追求よりも、「お金がなくても幸せだと感じられればそれで良い」とい

う環境づくり。昔からのおすそ分け文化など残っている。「本土並み」とよく言われるが

正当な基準とは思わない。 

・手当はしたほうが良い。福岡で出産する娘がいるときに、お母さんたちが泊まれる部屋

を１～２増やして、ホテルに１週間付き添いの人も含めて泊まれるようにと提案してい

る。 
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・不利益を受け入れてもらうために、納得してもらわないとしこりが残る。不利益を被る

人に何らかの手当をする。 

・公務員が民間に入っていくこと。出向は国や県にはいくことはあるが、民間へはあまり

ない。地域おこし起業人をもっとふやすのも手。 

・行政がどうやって金を稼ぐかの提案をしてもらうのもよい。入域税は、九州郵船と飛行

機でしか対馬に来ないから市長が提案して議会で可決されればとおる。 

 

■公共施設の活用について 

・公共施設のマネジメントにしたって、集約していかないといけない。これからの課題

は、北部対馬だけではないが不利益を受け入れてもらうことを恐れずに市民に言って、

市民も理解をすること。将来の子供たちのことを考えれば、それを受け入れてもらう必

要があって、良いことばかりではなくて、最終的には良いことのために今は痛みを伴っ

て不利益を被ることを受け入れていく。 

 

 

実施

先 
春田 新一氏 調査者 

MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 

日 時 
令和 6 年 12 月 19 日(木) 

13 時 00 分～14 時 20 分 
場 所 上対馬振興部 2 階 

主なヒアリング調査項目 

■北部対馬各地域の現状について 

・北部対馬といっても範囲が広く、集落の中にいろんな職業がある。上対馬の場合、漁業

集落はなんとかやっていける。しかし上県に行けば、佐護辺りはやはり農業が厳しい時

代であって、なかなかマッチングができないような状況。仁田は建設業がある程度基盤

を作っている。佐須奈ではこれまで公務員はいたが、宿舎が無くなっていくという現状

からすると人口減少はどうしても止めることができないというのがこの北部の現状だろ

うと思う。上対馬だけなら何とかうまく計画がまとめられるような感じがするが、上県

もとなると難しい。 

・北部対馬アクションプランは素晴らしい。本当は早く着手しておかなければいけなかっ

たのだが、中対馬が今順調に進んでいるため、上対馬もそれに負けず劣らず取り組んで

いかなければならない。中対馬アクションプランでは神話の里、仁井を中心に取り組ん

でいる。中対馬は、中対馬振興部の本庁があるため人の出入りが多く、上対馬振興部の

倍くらいの人数がおり、商店街もかなり弁当が売れている。役場も人が動くので人口は

それほど急激に減っているわけではない。 

・小鹿、舟志、大増など東側が手薄な気がする。佐護は平地があるので担い手が確保でき

れば田んぼはまだまだいけるが、東側のこのような地域。佐護も青年が結婚しておら

ず、40 代独身が多い。シャイな気質。そのため、人口が減る時にはもっと減る。 

 

■漁業・水産業について 

・やはり漁業が重要。漁業を何とかこれから維持していくために、様々な施策を打ってい

かなくてはならない。やはり漁業が衰退すれば人口が激減するため、最も重要だと考え

ている。漁業と観光を結び付けていけば、比田勝は、厳原、美津島に次ぐ町としての存

在感を持てると思うが、なかなか韓国人観光客の取りあいであり、難しいところ。政治

的な問題が韓国は多くあるため、いつどうなるか分からないという現状を踏まえなが
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ら、「できる時に稼いでおく」という形で現状やっているのではないかと思う。そのた

め、韓国との関係が厳しくなれば、行政も厳しい。 

・東側の漁業集落は高齢化しており、琴などは漁師はいるものの高級な魚やブランド化す

る魚を獲る人が少なく２～３人程度だと思う。琴は組合員 18 人、准組合員が 29 人で計

47 名は漁業の担い手がいる。 

・上対馬漁協との統合は早くしたら良いと思うが、諸々お互いに貸し借りの問題があるの

では。なかなか先に進まない現状がある。 

・上対馬は 390 名、上県は 290 名。平均が 67 才。ほとんどの地域の平均年齢は 60 才以

上。20 年後は本当に漁師がいなくなる。漁業は地道にやっていかなくてはならないが、

高齢が多く急激な人口減少が起きてくるため、行政としても難しい。 

 

■若者の定着について 

・若い人を地域に残そうと思ったら、思い切った施策を打たなければ、もう若者は途切れ

てしまう。いま福岡にいる対馬出身者は 10 万人ほどいるという。強制送還などするくら

い、大きな施策を考えないと、地域おこし協力隊に頼んでいるようではもう先がない。 

・変わった移住者や、地域を応援してくれる人が来てくれる地域を作っていくことが一番

大事だと思う。 

・漁業や建設業は１社に６人などインドネシアやフィリピンなどから外国人労働者を雇用

している。彼らの住居は補助金で建てている。空き家も利用している。交通手段はバス

と自転車。県が人材を斡旋している。 

・韓国からの移住者は多くない。韓国が日本や対馬を嫌っていて交流があまりないため、

韓国人はあまり対馬に住み着いていない。 

・琴の空き家は数件、本土からの移住者がいる。古里のパン屋さんも琴にいる。 

 

■子どもの教育環境について 

・文科省としても様々な制約があって、なかなか対馬にあった制約ではないため、先生方

も大変苦労しているところ。また、学校の制約に対して、地域が応援できなくなってき

ているということが、子どもたちや大人が誇りを持てないということが起きている。地

域で遊ぶ子どももいなくなり、夫婦共働きだから子どもは下校すればゲームだけをする

ような子が多くなってきた。それで対馬に残って頑張ってくれと言っても難しい。その

地域で遊んだこともないという実情だから。 

・やはり都会派になっている。そのため、北部対馬アクションプランとしては、学校側と

も協議して計画していかなければならない。 

・子供の数が昔は多かったから、スポーツで遊ぶ子供、山で遊ぶ子供がいた。今は、子ど

もが少ないなりに、先生方と地域が知恵を出し合って教育することが重要。 

・対馬も不登校といじめが多い。いじめも見えないので先生が全てを把握できない。完全

な不登校は比田勝中学校においては１～２人しかいないが、週に２～３回しか登校しな

い子供が数名いる。学校に行かなくても義務教育のため卒業している。 

・コミュニティスクールを導入しても学校の組織の中にあるだけとなってしまい、あまり

変わらない。コミュニティスクールをつくるときから良い人材やリーダーがいなければ

機能しない。 

・やはり子どもを動かすということは制限がかかるため難しい。いつでも活動できるわけ

ではない。 
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・仁田小中学校も令和 7 年から保護者への説明会が始まり、統合しなければならず、また

学校が減る。放課後はオンラインなど駆使してデジタル化したり、子ども食堂をしたり

といった取り組みも大事かもしれない。 

・上対馬高校は人が減って、専門分野がない。下宿をしたくない子どもは上対馬高校に通

う。大学がないから島外にでるが、フリースクールを豊小に誘致するなども考えられ

る。 

・子供のうちに対馬の自然の豊かさを知って出ていかないと、知らずに終わる。魚をとる

体験、藻場を再生するなど体験してほしい。 

・海を守るためには、行政側や県が予算を継続してくれることが重要。国の予算だけでな

く、県の予算も、大きな予算をつけてくれないと海を守ることができないと話した。本

当に島を守るならもうそういうことしかないですよと話した。今は国境離島振興を継続

してやっていこうというだけの国からの予算。そうではなく、県が独自でこの島にはこ

れをさせて、ここに予算をあげるということを考えてもらわないといけない。 

 

■高齢者の交流について 

・高齢者に関しては、家に閉じこもるのではなく、誰かが指揮をとって、寄り集まってゲ

ームをするなどが重要。交流機会を増やし、老人ホームに行くのを長引かせたい。 

・共同生活は合う・合わないがある。あの人が来るなら私は行かないという人もいる。 

・今は西泊と古里で 10 人くらい集まってグランドゴルフしたり、公民館で遊んだり、持ち

寄りで料理を作るなどやっている。１年に１回、２～３地域で集まって一緒に何かする

と、高齢者も安心して行けるし、老人ホームに行くのを長引かせられる。集まれば、買

い物に連れていくなど、助け合いのきっかけになる話もできる。 

 

■観光について 

・観光客については韓国政治家の中でどうなるかわからないが、現在は繁盛しているので

は。応援してあげないといけないから、北部対馬アクションプランにおいて観光は重要

なこと。 

・国の動向が変わると船もストップする。航路が定期航路ではなく、観光船なので、政府

から力がかかると止めなければならない。なおかつ、また再開するのが難しい。 

・三宇田浜は観光客が遊べる場所になっている。現在は茂木浜も気に入った人が結構おら

れる。 

・南陽中は茂木浜に近く、移住者がいれば活用も見えてくるのでは。今は、人口がおらず

町が寂れているためアクションが起きないが、10 人 15 人集まれば利活用の提案も生ま

れてくると思う。茂木浜など、ごみごみとした所から離れて、いつでも昼寝をしたり、

起きて仕事に行ったり、魚釣りしたりするような場所が、都会で疲れてしまった人には

必要。 

 

■洋上風力について 

・話は先に進まなそうだが、現在２年目くらいで、調査のために国から４億ほど入ってい

た。2 年間は反対があって予算を使わなかったためそのままプールしておいて、現在は

鰐浦あたりを調査しているところ。 

・売電が難しいため、誰も手を出す人がいない。韓国に送電することも難しい。かといっ

て、規模が小さければ事業者が儲からない。 

・五島の視察に２度行った。五島では洋上風力の下に魚がたくさんおりそこで漁をしてい

る。五島は動きが早い。やはりトップの力か。 
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■交通について 

・バスについては、県から補助が出ており、市も年間２億予算を出している。対馬交通の

便数を増やすとなると対馬交通自体がお金を出さないといけなくなる。 

・自家用車有償は何とかできれば一番良いが、これがまた様々な制約がある。白タクはお

金を払わなければよいので、地域通貨やクーポン券を配るのは問題ないかもしれない。 

 

■動ける仕組み（ヒト）について 

・北部対馬でみんなが協力し合える形になることが重要。ある人は賛成、ある人は反対と

いう状況では、なかなか前に進むことが難しい。委員の構成が偏ると、反対意見が足を

引っ張る。そのため、委員は平均的にバランスをとり、そこで多様な意見交換をする場

とする方が望ましいという意見が出ていた。商工会や観光物産協会などの事業者、商売

をしている人は観光客にどんどん来てもらいたいと考える一方で、生活への影響を懸念

して観光客を歓迎しない人もいる。その両者がうまく結びついていくことが重要。 

・女性の意見も大事。前野真美さんは能力的に長けており、地域の方々よりも俯瞰して考

えを持っている。そのため、下に何人か付けば、リーダー的に立ち回れる話があると思

う。 

 

■住宅について 

・美津島に大々的な市営アパートが病院跡にできる予定がある。200 世帯くらいか。高齢

者は１階に入ってもらい、コンパクト化していこうという方針。１年に４億ずつかけ

て、6 年で 24 億の計画。土地は長崎県から買っている。公園や高齢者が集う場所を作っ

たりする。基本的には２階建てでエレベーターが必要ない構造にする。10 階建てほどの

高層の方が良いという議員もなかにはいるが、それは対馬にとって面白くない。 

・美津島には古い市営住宅があり耐震もできていないため、新しい市営アパートに移るよ

うな形。そのため美津島に人口が増えるわけではない。 

・アパートの方が管理の手間が少なく、寒くないため、アパートであれば住みたいという

人は多いはず。北部対馬アクションプランにもアパートを提案しても良いのではない

か。場所は、病院ができるので網代が良いか。 
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実施

先 
島居 真吾氏 調査者 

MIT 吉野 

LB 齋藤 山内(佳) 

日 時 
令和 6 年 12 月 20 日(金) 

10 時 00 分～11 時 00 分 
場 所 MIT 

主なヒアリング調査項目 

■森づくりについて 

・海づくりの前に森づくりに取り組まなければならない。魚、アワビ、サザエがいなくな

ったのは、全て海からの栄養がなくなったから。 

・市としては森林環境譲与税が今年度１億数千万あるため、森づくりに携わる団体に投入

すれば良いと考える。 

・地主が高齢化しており森林の手入れができない。また、材木を売った次はどのような補

助金がもらえるのか分からないという現状がある。できれば地主を探して補助金のメニ

ューを説明して活かしてもらいたい。 

 

■廃校活用について 

・廃校になった後に教員住宅が余っているため、教員住宅を活用してもらえると一番良い

が。豊はきれい。全島的に校舎や教員住宅が使える。 

・一番伝えたいのは、廃校の校舎できのこ栽培をしてほしい。きくらげ、しいたけなど、

菌床栽培は冷暖房の整備とカーテンで暗くできれば年間を通じてできる。これが一番活

性化になるのではないか。 

・廃校の活用は全島的に情報発信の整理をして使いたい人に届けるのが良い。 

 

■自然環境について 

・海にはゴミもあるし、海藻が無く、山肌は土が見えて、対馬は自然環境が豊かなので来

てくださいと言いきれなくなった。人間のせいで自然が荒れているので、人間の手で再

生できるはず。 

 

■観光について 

・韓国に頼った観光をしていたらだめ。政権が変われば韓国から客がこない。やはり国内

の人に魅力のある対馬市を知ってもらわないといけない。 

・壱岐まで 5,000 円で行けるのに、対馬まで 12,000 円かかるのであれば、魅力があって

も対馬までなかなか来ない。 

・よその人に北部対馬に来てくださいと言えるような誇れる資源がない。 

 

■漁業について 

・漁業でご飯をたべられるなら、若い人も残っていると思う。しかし、いま漁業で食べら

れなくなってきているため、島から出て行っている状況ではないかと思う。 

・組合員で海ごみの清掃はモア都市実施している。 

 

■韓国について 

・韓国人が空き家を買っていることに危機感を持っている。韓国が国策としてすればいく

らでもお金を出すことができるし、参政権などがゆくゆくは問題になり、対馬にとって

脅威になり得る。 
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・韓国人から雇われて釣りの受け入れをしている漁師もいる。韓国人の遊漁船事業者はい

るが組合員にはなっていない。このままでは対馬の魚をとられるため、組合の理事会で

１人 500 人集めようということで、遊漁船事業者を呼んで１度か２度説明をしている

が、その後は全然話ができていないようだ。 

 

■交通について 

・高齢者の買い物や病院の足が必要。 

 

■電波の問題について 

・企業誘致など言いつつ、携帯の繋がらない場所がある。電波の繋がらない地域に企業が

参入してこない。どこでも電波がとれるような仕組みを持っておかなければならない。 

 

■教育について 

・北部の子ども達で、看護学校へ行く子は多い。学校の地域で働いてしまうので、戻って

こない。対馬の学校で奨学金を出して、卒業後何年かは対馬で働いてもらう仕組みをつ

くったらいい。 

 

 

  



 

62 

 

（３）釜山での旅行社・船会社・交流団体ヒアリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 対象 

1/23 夜 YU MIN氏 THE SSAN RENTACAR 

＜対馬のレンタカーの提供の状況について＞ 

• 韓国でインターネットを通じて旅行の手配や予約を行う旅行代理店を経営している。

主に大阪と台湾のバスツアーを展開しており、今月は対馬でのレンタカー予約が約 700台

に達し、1,300人が利用している。普段は 600 台前後の利用だが、今月は旧暦の正月で旅行

の需要が増加しており、3月にはさらに増えると予測している。 

• 対馬のヒトツバタゴレンタカーや悠々レンタカー、今村さんのバジェットレンタカー

などと提携し、レンタカーの斡旋を行っている。そのため、仲介手数料を得ることができ

る。対馬ではカカオトーク（LINEのようなアプリ）を利用し、現地で問題が発生した場合

の相談を受け付けている。レンタカーの会員登録者数は約 9,000人、バスツアーの登録者

数は 4,300人であり、お客様が気になることがあれば、カカオトーク経由で連絡を受けて

いる。 

• 対馬には韓国の同業者も存在するが、レンタカーの在庫が限られているため、他の同

業者との調整は難しい状況であり、連携もうまく取れていない。沖縄のレンタカーは在庫

が 3,000台あるが、対馬の場合はそれに比べて限られているため、特に週末は日帰り客が

多く、利用者が増える傾向がある。その結果、車両が不足することがある。 

• 提案として、地元レンタカー会社と貸出時間の細かいシフト表を共有し、返却後 1時

間内に他のお客様に貸し出すシステムを導入することが考えられる。例えば、翌日 11時に

返却した場合、その時間のまま貸し出さずにいるのは勿体ないと考えられる。 

 

<韓国のライドシェアのようなものを対馬でも導入できないか？> 
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• 対馬で借りるレンタカーの代金に対して、ライドシェアの価格がどの程度になるかが

重要なポイントである。タクシー会社を無視することはできず、反発があるため、今後の

状況に注視する必要がある。タクシー会社も運転手が不足しているが、これは二種免許の

取得や多様な規制が原因である。そのため、市民がライドシェアで運転や送迎を行うに

は、タクシー会社との折り合いをつける必要がある。 

• 韓国ではタクシー会社がライドシェアの申請を行っているが、タクシー会社の反発が

あり、ウーバーは韓国には導入されていない。タクシー会社は運転手の教育を行い、カカ

オタクシーの料金はタクシーとあまり変わらない。ただし、運転手の指名料もかかる。釜

山ではタクシーが非常に多いため、予約なしで道端で拾うのが主流であるが、タクシーが

捕まらない場所ではカカオタクシーを利用することが一般的である。また、地下鉄も非常

に便利である。カカオタクシーには田舎まで運ぶサービスやアプリ（タバラ）があるが、

市が補助を出しており、バス料金と同じように利用できるため、バスの代わりとなってい

る。しかし、対馬の場合、厳原から比田勝の往復に 5時間かかることもあり、タクシー利

用は非常に高額になり、利用が難しい状況である。 

• 対馬に訪れる観光客は、比田勝と厳原を結ぶ縦貫線の便数が増えることを望んでい

る。ただし、さまざまな観光名所を巡りたいのでバスだけでは不十分であり、レンタカー

の利用者が多くなる。ライドシェアの場合、運転手が何時まで対応してくれるかも課題で

ある。また、比田勝と厳原間の長距離移動が可能かどうか、そしてその際の料金について

も検討が必要である。2～3万円を支払って利用するのか、レンタカーを借りた方が安くな

るのかが大きなポイントである。 

• 比田勝から大浦までのピストン送迎にはニーズがあるが、平日にそれに対応できる運

転手がいるかは疑問である。以上のことから、タクシー会社の反発や料金、運転手の確保

などの課題をすべて解決してから事業を始めるべきである。韓国ではタクシー料金が安

く、公共事業として国の補助があり、物価も比較的低い。 

• 原付は事故のリスクが高いとされている。免許不要のバイク（電動キックボードなど

の「特定小型原動機付自転車」）は、韓国人にとって運転に慣れていないため危険である。

電動機付き自転車を利用している韓国人もいるが、上り坂と下り坂で苦労している様子が

見受けられる。 

• （玖須氏）道の凸凹でカゴに入れた荷物が吹っ飛んでしまう韓国人観光客が多くいる

ため、何らかの対策ができないかと地元市議から問い合わせがあった。（梅野氏：市役所前

の歩道の境目でそのような光景を何度も見かけた。） 

 

＜釣りのニーズ＞ 

• 釜山から対馬までの船で釣り道具を持っていくには別途料金がかかる。竿をレンタル

できるサービスが必要。 

• 釣れる場所までどうやって連れていくか。釣具が載っている車ごとレンタルして、そ

のまま釣り場にいき、バックで止めて、車の中から釣るくらいのインパクトが欲しい。オ

ート釣り場。噂になる。 

• 韓国には、クーラーがついている屋内の釣り堀サービスがある。バンガローの中で快

適に釣りができる。 

• 1泊 2日で釜山に旅行に行った時に、釣りに行く時間があるか。釣りをする目的で旅行

にこなければいかないのが普通。対馬で釣りをさせたいのであれば、それを目的に観光客

が対馬にくるように組み立てる必要がある。 

• 船で釣り場まで客を連れていくなら、3000-5000円/一人は高い。平日の釜山-対馬間の

船賃が往復 3000円（NINA)。 

• 帰りの船を待っている時間(2時間程度）でちょっと釣りをしてもらうサービスがあっ

ても利用する人はいるかどうか。2時間あるなら、店に入ってビール 1 本飲む方が良いと思

う人が多いのでは。 

• 比田勝の一番の問題は、ご飯を食べる場所がない。釣り客が魚を持ってきたら、捌い

て海鮮丼などを提供してくれる店があったらいいかもしれない。韓国でも、テジョンデで

は、海人さんの拠点で撮ってきたものを露店販売したり、食べさせる場所があり、有名な

観光地になっている。 
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＜韓国と日本の文化の違い等＞ 

• 韓国人と日本人は顔が似ているため、普段の暮らしや習慣の違いに戸惑い、誤解やト

ラブルが生じることがある。例えば、韓国ではお茶碗を持って食べる習慣がない。また、

欧米の人が釜山で道端でビールを飲みながら歩くとカッコいいと思われる一方、韓国人が

同じことをすると素行が悪いとみなされることがある。さらに、韓国の人が対馬に訪れた

際に現地のマナーを知らないことでトラブルが発生することもある。静かな街に異質な観

光客が訪れると、地元の人が不快に思う場合もあり、これは他の観光地でも共通している

問題である。 

• 定期的に交流イベントを開催し、ゲームなど参加しやすい方法で対馬の文化を学んで

もらうことが重要である。現在のところ、情報が十分に伝わっていないため、船のチケッ

トに対馬での注意事項を明記するなどの工夫が必要である。船内ではやることがないた

め、乗船中にその内容を読んでもらうのが効果的である。 

• （玖須氏）韓国のテレビ局で、日本の神社のマナー（知らないと恥ずかしい常識）を

学べるクイズ番組があれば良いのではないかと思う。 

• 観光客は旅行先で写真を撮りたいと思っており、本物の神社に行く必要は必ずしもな

い。代わりの場所を別に用意して、そちらに誘導すれば良いのだ。ハウステンボスがその

一例であり、行きやすい道路を整備し、商業施設（キッチンカーなど）を併設することも

有効である。 

• 最近、韓国の若者のマナーは改善されつつあるが、年配の人たちを変えるのは難しい

問題である。大阪のおじさんやおばさんと同様で、アンケートも自分にメリットがない限

り協力してくれない。年収 600万円以上の層が多い釜山で、うまい棒 1 本ではアンケート

に答えてもらえない。本当にそういった人々からアンケートを取りたいのであれば、目的

を明確にし、回答に見合った報酬を渡すなどの対策が必要である。また、日帰りや 1～2泊

で海外旅行をしているため、単純に時間がないという事情もある。船会社と協力し、船の

中でアンケートに回答してもらうのが最も効果的であると考えられる。 

 

<その他、韓国について> 

• 韓国では Airbnb を利用して民泊を開業するためには、戸建てを所有している必要があ

る。集合住宅の場合、全世帯の許可が必要である。このため、タワーマンションなどが多

い釜山では、民泊の運営はほぼ不可能である。 

• 地下鉄は 65歳以上は無料で利用できる。高齢者は、さまざまな場所へのドライブのた

めにタクシーを利用することが一般的である。韓国には、高齢者向けの無料大学のカリキ

ュラム（奨学金制度）が存在する。 

 

 

 

日時 対象 

1/24 9時半～ Moon Won-Kyu氏 釜山韓日文化交流協会 

   

＜釜山韓日文化交流協会＞ 

• 創立 37年目になるが、最初に交流したのが対馬・佐賀だと言われている。 

• 当協会は国境マラソンのボランティア通訳の手配、釜山や周辺都市で高校生を対象と

した日本語スピーチ大会があり、領事館とともに対馬の交流協会が一緒に主催として入る

などしている。 

• 今も高校生スピーチ大会受賞者数名が対馬にホームステイや研修をしたりしている。

泉の板井さんの民泊を利用。 

• 領事館から日本国内に 7～8日の研修で送り出している。（外務省傘下の日韓文化交流

基金 という団体で事業を受けて実施、去年は地震を受けて能登半島を訪問している）。 

 

＜日本への印象の変化＞ 
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• 昔の韓国人は日本への憧れがあったため、「日本に行くこと自体が素晴らしい」という

認識を持っていたが、今の若者は青少年の時期から肩を並べているイメージがあるため

「日本と韓国は同じレベル」だと思っており、特別なものを求める。 

• 自然が好きな人はリピーターになるが、若者によっては、何度も行きたい場所ではな

いかもしれない。船で 1泊 2日でラーメンやとんちゃんを食べに行く等の手軽な旅行先と

捉えている人もいる。 

 

＜新たな交流事業を立ち上げたい、拠点が上対馬にあると良い＞ 

• 長期的に交流や観光の面を考えるならば、上対馬に拠点があって持続的な交流ができ

ればと考える。 

• 厳原に博物館や店舗などが集中している。上対馬の廃校を高校生や大学生が訪問し、

宿泊ができればそれも良いが、難しければ近くの宿泊施設と連携して、廃校を拠点として

地域の先生や文化人・韓国語通訳ができる方がボランティアまたはスタッフとなり、対馬

でのコンテンツやプログラムを経験できれば、その拠点を中心として新たな交流事業を作

ることが考えられる。 

• 少なくとも協会としては、廃校が利用できるのであれば、年に２回以上は活用して事

業を実施したい。 

• 協会は日本語能力試験の受験を管理しているため、1万人程度に対馬への交流プログラ

ムへの募集を情報発信することができる。（受験者は年間３万人で、日本に行きたい人もい

る。N5~N1まで 5段階あり、ほぼ N1を目指して受ける。） 

• 会長が釜山外国語大学の元総長でほかの大学との繋がりもあるため、拠点ができれば

大学に宣伝して日本語科のプログラムに組み込むことが可能。日本語科の学生は釜山地域

だけでも２～３千人いるため、その学生が学校の支援を受けて対馬を訪問することが可能

であれば良い交流になると考えられる。 

• 日本語科は日本の歴史や文学などを一般的に学ぶ学科であり、学生は対馬で日本人と

話したい、日本のことを知りたいと思っているため、芸術や何かを作るなど、材料費をい

ただいて体験してもらうことなどができそうである。 

• 昔はホームステイがメインだったが、今はホームステイだけでは行くメリットがない

と思う若者が多い。自分で SNSで友達を作ることができ、個人の観光で日本を自由に訪問

することができるため、わざわざ交流プログラムに参加するメリットがないと考える人が

多い。そのため、テーマ性のある特別な体験が１つ、２つあると参加の動機になる。 

 

＜ボランティア参加の可能性＞ 

• 日本ほど環境保全への認識が高くない。 

• 単にボランティア活動に参加するだけでなく、参加を通じて単位を付与したり、就職

活動の際に有効な証明書を発行すること等、韓国側のサポートによって参加意欲を高める

ことが可能。今年度、国境マラソンのボランティア参加についても証明書を発行しようと

している。 

• 国が管理するシステムがあり、社団法人などは国の教育を受けて加入し計画書を出し

て参加者を募集、ボランティア参加者へポイントを付与することができる。結果、ボラン

ティアは 100~200 時間など達成すると教育長賞などの表彰もある。 

• 韓国はまだまだ就職が厳しいため、ボランティアの機会を提供すると、高校生よりも

大学生が動く可能性がある。 

• 日本で働きたいというニーズもある。しかし、最低賃金が韓国がここ数年で 1万ウォ

ンを超えた。最低賃金が月 22万円くらいになる。いまは情報ネットワークも共有されてい

るため、単にお金を稼ぐためには働きに来ないが、日本が好きだから日本に就職する。も

しくは、英語や日本語が高いレベルで必要になるため、韓国側の企業に入ろうとするとハ

ードルが高いことから、次の選択肢として日本を選ぶ。一番優秀な人は日本に留学するこ

とはあっても就職する人は少ないと考えられる。 

• 釜山には日本語のスタディグループがあり、700人ほど所属して毎日ソミョンのスタデ

ィルームに集まっている。毎日レベルごとに 10-15人集まって、勉強している。 週末は午

前から勉強会が開催されていて、釜山に留学している日本人も参加して交流をしている。

「そこそこ」交流団体が運営している。リーダーが若い方で 30代後半。日本との交流を促
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進するネットワーク団体も作っているので、協会と連携して何かできないかと話してい

る。  

 

＜対馬の若者コミュニティとの交流＞ 

• 日本語を勉強しに対馬に来る際には、釜山の若者は、近い年齢の人と話したいかもし

れない。対馬に行ってもお年寄りの発音が濁るため聞き取りづらい。 

• 日本語を勉強している釜山のグループや大学に対馬のことを案内してもらうように声

をかけるのは可能。ソウル行くより対馬行く方が安い可能性がある。平均的に往復 1万円

で対馬に行けるのであれば、学生も来るだろう。 

• 北部対馬の韓国人を受け入れるコミュニティがあった方が良い。団体が対馬を訪れた

ときは、対馬の中の青年会などとの座談会など、交流する機会が欲しい。釜山から来た人

に特別なことをしなくても、楽しいテーマで話せたら良い。日本人と話したいという考え

をもっていても、内気で話せない人が多いため、そのような場があれば小さなグループで

良いので、話し合うような企画があったら良い。 

 

＜お金を払ってでもやりたいこと、得るものがあることが重要＞ 

• （吉野氏）空き家の DIYなどを一緒にすることは考えられるか。→釜山から対馬へ行

ったら、対馬からも来訪して相互交流してもらいたい。少なくとも参加者がお金を払った

ら「なぜお金を払っているのに苦労しないといけないのか」と思うため、見返りがないと

思われないようにプログラムを組むと良い。 

• （カンジェ氏）シーカヤックをペアで漕いでみようとか、観光視点で楽しみを作るの

もありでは？→アウトドアのアクティビティについての興味関心は千差万別だが、日本語

を勉強する韓国人は内気な人が多い。子供の頃からアニメやゲームが好きで日本語に関心

を持った人、青少年時代に趣味に没頭した人が多いためそうなる。高校時代から基礎的な

会話ができている人も多い。 

 

＜アウトドアの体験について＞ 

• 年に２～３回山に登るのは大丈夫な人もいるが、山に登りたくないという女性もい

る。釜山には海水浴場が近くて日常的にみるものであるため海への憧れがなく、わざわざ

海水浴場に行かなくても良いと思う人が多い。 

• （カンジェ氏）日本では、健康や自然やコロナもあって自然志向の若者が増えてお

り、ヨガや瞑想など、すこし見直すような動きがあるような気がするが、韓国ではどう

か。→釜山ではそのような雰囲気は感じない。コロナでキャンプをする人は増えたが、特

別健康を気にしている人はいない。韓国人はおおざっぱな人が多い。高齢化に入っており

人生 100年時代を健康に過ごすため、ジム通いをする若者が多く、年配者までも年齢に合

わせて健康管理している。 

＜対馬での長期滞在の可能性について＞ 

• 大学生が長期滞在して、対馬に学びに来るのは現実的には難しい。プログラムがしっ

かりとしており、大学の単位として認めてもらえるようなものがあれば、大学も許可をす

るかもしれない。 

• 釜山ではまだノマドワーカーやフリーランス、起業をするような若者は多くないと感

じる。大手の会社に就職している普通の社会人が多いため、社会人が長期で対馬に滞在す

るのはあまり想定できない。 

 

＜社会人向けのプログラム＞ 

• 社会人向けのプログラムは、リピーター向けに週末を充実するプランにした方が良

い。最近は下関が人気。金曜日の夜５～６時に港に行き、翌朝朝現地入りして、日曜夕方

に下関を出発し月曜の朝に釜山に着き、そのまま出勤できる。 

 

＜日韓関係や社会情勢の影響＞ 

• コロナ前の日韓関係の悪化の影響はあったが、民間の観光や交流は維持したい。協会

としては活発に交流すべきとは思っている。国の予算以外は、民間資金で交流継続できる

こともある。協会は国の補助なしで運営しているため、影響は大きくないと考える。 
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• 大学が出せる予算は決まっていて、東京などに行くのと比較して対馬は経費がかから

ないため、自腹で行くハードルは低い。また、大学や協会の補助があればなおさら行きた

いと思ってもらえる。 

 

＜日韓の文化の違い等＞ 

• 今のところ異文化やマナー普及啓発の教材は無い。お互いの理解が難しいため、その

ようなツールは必要。最近、国際結婚した Youtuber が、日韓の文化の違いを動画にしてい

た。日韓コンテンツが流行っている。 

• 日韓の国際結婚は多い。韓国人男性が日本人女性への憧れを持っているパターンがあ

る。韓国人女性の気が強いため、温和な日本人女性が良いと思っている人も多い。 

• 文化の違いをイラストや動画にして、対馬行きの船内で流すと良いと思う。 

 

＜交流プログラムをつくって案内することは可能 ＞ 

• 協会としても、対馬からの団体が釜山に来るのであれば、交流プログラムを作って釜

山を案内することは可能。 

• 「そこそこ」も、若い子が多いし、日本人観光客に対して手数料をもらってガイドし

たい。日本人と話もしたいと言っている。 

• 釜山で日韓交流を進める団体は多くあるが、団体同士の連携は少ない。釜山韓日親善

協会は元々企業人や政治家で作っているが、2000年以降は組織体制や活動内容が変わって

きている。JC(日本青年会議所）は今年から日本との交流を活性化させていくと聞いてい

る。企業や商工会など中心の交流になると想定される。 

• 釜山とソウルでは親日度合いが違い、釜山の方が親しみを持っている気がする。それ

は、距離が近いことや、カラオケなどの日本の文化が釜山から入ってきていることなどが

ある。 

 

 

 

 

日時 対象 

1/24 11:20~ キム氏 クォン氏 釜山事務所 

  

＜釜山事務所の事業内容＞ 

• 釜山事務所の業務としては、釜山で展示会や交流会があるときに通訳、マラソンの受

付厳原港まつりの参加、通訳も担当している。 

 

＜対馬側の観光客受け入れに限界がある＞ 

• コロナ明けの釜山から対馬への観光客は、個人客が明らかに増えている。バスがなく

て手配ができないため、対馬側の受け入れ規模には限界があり、団体を多く受け入れられ

なくなっている。 

• 船会社が 2社入り改善もみられる。ダイヤが加わると客は増えることが想定される

が、見どころが無い。どんな客層が増えるかは分からない。 

 

＜観光の見どころの少なさが課題＞ 

• 烏帽子岳、八幡宮、和多都美神社は入れないため、案内できる場所がなくて困ってい

る。修善寺は地元が嫌がるためいけない。万関展望台は入口が分かりにくく老朽化が課

題。 

• 韓国人の旅行スタイルは「パッと見る」感じ。 

• 1泊 2日なら行けるところも決まってくる。厳原までに２か所くらい寄っていく。寄れ

る場所が限られているため、選択の余地がない。 

• 文化の違いなどは事務所が作成しているパンフレットに掲載している。 

 

＜食事にこだわりたい人の増加＞ 
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• 昔は安く済ませたい人が多かったが、今はお金を節約せずに食事を楽しみたいという

人が増えている。おせち料理を購入したいという珍しい問い合わせもあった。 

 

＜レンタカーの利用について＞ 

• レンタカーは、比田勝は利便性が高い。韓国は赤信号でも左折できる場面があるが、

日本では赤信号は進んではいけないため、誤って事故になることがある。 

• コロナ禍以降、40～50代の日本語を話せない韓国人グループでもレンタカーで周遊す

るケースがみられており、新たな変化だと感じている。 

  

＜買い物の利便性や満足度の向上にむけて＞ 

• 個人の観光客はシャトルバスがあるとさらに買い物が増えると考える。タケスエスー

パーでシャトルバスを出してほしい。シャトルバスを出すとタクシー会社に文句を言われ

るのかもしれないが、タクシーは２～３台しかなく、完全に不足している。自転車を使う

のは若い人のみで、バスと自転車が競合することはない。（買い物に行く人が増えればシャ

トルバスもそれほどないので、帰りはタクシーを呼ぼうとなるなど、むしろ互いに利益が

増える相乗効果が起きそう。） 

• ドンキホーテがあればという声が多い。 

• 対馬で韓国人向けに何を売ればよいかを知りたければ、福岡のドン・キホーテなどで

韓国人韓国客が何を購入しているのかを 1日観察するだけで手に取るように分かる。 

• インターネット上で購入した商品の写真の投稿をみるのも良い。韓国のネイバーで対

馬に行こうというネットカフェ？があり、購入した写真が載っているが、シャンプー・ボ

ディソープ・洗剤なども購入している写真がある。香りの評判が良い商品などがある。 

• 韓国人観光客は日本の商品（サロンパス、キャベジン、太田胃散など）を購入する。

お土産で配るほか、自分自身でも使う。SNS上では薬剤師が自分が日本に行ったら買うもの

というオススメ商品を紹介する動画をアップしている。 

• 美津島の無印良品が人気がないのは、レンタカーでしか行けないことが理由かもしれ

ない。峰のダイレックスはお酒が安くて行く人がおり、わざわざ比田勝から自転車で行く

人もいるほどである。食堂は並ばないといけないためスーパーで惣菜や弁当を購入する人

も多くいる。 

 

＜旅行者マナーの問題やトラブルについて＞ 

• 旅行マナーが悪いのは年配の方。 

• 八幡宮は、七五三などでお祓いをしている最中に勝手に中に入ってくる観光客があ

り、旅行会社としてその期間は立入禁止にするようになったにも関わらず、それでも問題

が解消されなかった。管理者の家にも入る人がいた。 

• 日本では神社は神聖な場所だが、観光客は単に観光地として行っている。和多都美神

社は、観光地ではないため、観光目的で訪問してほしくないと宮司が考えている。韓国人

ガイドとしては、お客さんに「これはしてはいけないですよ」と強く言いづらい立場にあ

る。 

• （齋藤氏）マナーを守れない人がいるのは、文化的な背景や習慣の違いか？個人の問

題か？→和多都美神社のタバコ問題を例にすると、ツアー商品における和多都美神社の位

置づけは、比田勝から厳原へ向かう途中で一度休憩をしてとるタバコ。場所やシチュエー

ション等によってそれぞれで、明確に区別できない。 

• 和多都美神社がどれくらい我慢したのか、なぜ怒っているのか十分理解している人も

いる。しかし、現在の課題はマナーを守らなかった当事者ではなく、無関係な韓国人が神

社側から怒られていること。その様子を目の当たりにして怖い思いをしている子どももい

る。 

• （対馬市認定ガイド制度を作って、認定ガイドが案内する条件付きで、立ち入りでき

る神社や場所があったら良いのでは。地域住民のプライバシーや権利を守らないと観光地

として成り立たないので、日本人のガイドも含めて勉強したガイドでないといけない。資

格や仕組みを整えるのが良いかもしれない。） 
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日時 対象 

1/24 14:00~ LEE, Kyu Jeoung所長 LAND Japan 

 

＜個人客の増加＞ 

• コロナ前後で人数が減ったが、以前に比べると個人が多くなっている。個人について

は船や宿の手配を受けている。今後、船便が増えるとお客さんが増えるが、どんな方が増

えるかはわからない。 

• LANDジャパンでは、個人ツアーを受け入れている。対馬のホテル（丸屋など）やレン

タカーと提携している。 

  

＜行ける場所が増えることが大事＞ 

• 立ち入りできないスポットが増えたため、魅力が減少したと思う。前は和多都美神社

や烏帽子岳が見られたが、それが見られないから、お客さんの満足度が下がっている。 

• 韓国人はヤマネコにあまり関心を持っていない。 

• 森の中を歩いていくような企画はどうか？そこに今どういう遊びやメニューがあった

ら喜ぶか？→喜ぶと思う。トキセキを運営する韓国人と仲が良い。佐須奈の森も３箇所一

緒に回ってみたが、結構魅力的な場所だった。上対馬は下対馬よりも魅力が多いと感じて

いる。森は韓国人観光客の目玉になりうると思っている。 

 

 ＜トレッキング・オルレについて＞ 

• トレッキングは 2 時間半程度の時間で歩けると良い。以前は登山が流行っていた。ト

レッキングは高齢層がターゲットになりそう。自然はソウルにはないので売りになる。 

• オルレとトレッキングの定義は異なる。オルレにはブランドがある。また、韓国の文

脈のオルレと、日本で展開されているオルレは違う。オルレの道には基準が設けられてい

る。  

 

＜夜食べたり、遊べる場所があると良い＞ 

• 上対馬は、夜は何もできない。厳原は夜 9時までお店が開いているが、上対馬は食堂

が無くて食べたり飲んだりできない状況で問題。上対馬のホテルは東横イン、テマドホテ

ルなど良い。食事は目的ではない。夜の遊び（厳原くらいのにぎやかさ）がほしい。 

• ラーメン屋さんのようなお店がもう数件あれば。まる福ラーメンは夜営業をやめた。

昼だけでお客さんがいっぱいで、夜は仕込みのために店を閉めている。 

 

＜ツアーの企画・料金＞ 

• 上対馬でご飯を食べて、厳原へ行って泊まり、翌日は南で過ごすツアーを行ってい

る。1泊 2日で 1万 5千円～2万円、週末は 2万 9千円（船の価格が違う）。山田の（ヒト

ツバタゴの）バスは、前は４万５千円だったバスが、いまは 7万円と料金が上がってい

る。 

• 高額の旅行商品は売れない。6万円程度のホタル観察ツアーを組んだことがある。2泊

3日で 20名程度の規模で売れた。 

• ガイドは 10人ほど雇用している。釜山旅行特攻隊のガイドはほぼ独学で、日々情報収

集している。「こうしゃべってください」とは言えない。 

  

＜その他＞ 

• 無印良品には良いものがない。品物が本州と違う。対馬で売れるものを持ってきてい

るから、韓国人からすると魅力がない。来たお客さんもすぐに出ていく。 

  

1/24 14:55~ チョン・ボンギュ氏(理事）クォン・ギフン氏(課長)、 釜山旅行特攻隊 へ

のヒアリング 
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• 釜山旅行専門ということで、釜山から出発する船舶（パンスター、ビートル）のチケ

ットを手配している。  

• ツアーパッケージは、ユニオンジャパンという会社に手数料をもらって企画・調整を

してもらい、レンタカーの手配はパクさん。朴さんを通じて、うちだけの旅行を作ってい

る。 

• 対馬で企画したときには連携できるとありがたい。 

• (吉野氏)スタディツアーや、海ごみの問題、環境のことを学ぶ学習、ツシマヤマネコ

に取り組む減農薬の農家、学ぶツアーも日本人には提供している。→韓国では、団体旅行

よりもこれからは個人旅行が増えるため、個人旅行者に提供できるものを探している。私

も子供が高校生で、韓国の親が考える体験を提供するのは違うと思う。韓国の親のニーズ

が、韓国の親は子供にどんな体験をさせたいかを把握し、対馬に合うかどうかを検討した

方が良い。例えば、旅行は家族で一緒に行くが、親はカフェでコーヒーを飲んでいる間

に、子供が何かの体験する場合がある。日本はみんな一緒に体験させる。子どもだけ対象

のプランがあってもいい、子供が学んでいる間に、親が遊ぶなど。 

• 釜山では動物園がないから、動物がある街に車で行く。釜山では星が見えないが対馬

では星が見えるとか。蛍が見えるとか、釜山になくて対馬で得意なものが売りになるだろ

う。 

• 韓国人は海水浴場に行かない。釜山でもアクアリウム（ウォーターパーク）があるた

め海水浴場に行かない。汚れるし面倒だから。海水浴場はあまり良い方法ではない。 

• 比田勝にはカフェがない。100名くらい入るカフェがあれば人気になる。「大人はカフ

ェ、子供は遊び」のような場所があると良い。 

• トレッキングルートがあると良い。（6-7 年前の台風で倒木があるが、整備すれば権現

山のトレッキングコースは十分な距離になる。花海荘から浜までの遊歩道もある） 

• SNSで宣伝すれば、情報はすぐに拡散される。面白いコンテンツがあれば、人は集ま

る。Youtuberなどインフルエンサーが多い。インフルエンサーに対馬の宣伝（ショートム

ービー）を発信してもらっている。 

 

 

   

日時 対象 

1/23 夜 Jeon Younghwa氏 DAEA EXPRESS SHIPPING  

  

＜DAEの対馬便就航について＞ 

• コロナ禍でこれまでの船を売却した。免許は売らずに持っていた。対馬の航路をやめ

ることはない。いつかは再開すると考えていた。昨年、厳原の新ターミナルの開設に合わ

せて再開しようと考えていたが、今のタイミングになった。 

• DAEは 20年間、航路運行の実績がある。誘客は、DAEホームページ 30%、旅行者（パッ

ケージツアー）40%、オンライン(ポータルサイト、チケット販売の旅行会社：釜山旅行特

攻隊等）20%、釣り客・自転車など 10%。 

• 今回再開するシーフラワー号は、韓国の東の海で 9年くらい運行していた船で、平均

速度は 32ノット。比田勝まで 1時間 20-30分、2時間 10分-30分。 

• 高速船入港許可書は、両国からもらわないといけない。許可証を申請して許可が降り

るまでに 3ヶ月間かかる。1ヶ月前に申請した。 

• (梅野氏)厳原の運航スケジュールは？→3 月の運行は、月水土日、比田勝-釜山。火木

金は厳原-釜山。金曜日だけは、帰りは厳原から比田勝を経由して、釜山へ。 

 

＜釣り客の値段設定について＞ 

• 料金は釣り客・自転車の客は金額は同じにするが、一般の観光客よりも高くなる。釣

り具は 40-50セット、自転車は 20-30台まで積載可能。釣りの季節は冬なので、釣り客の

存在は、旅行会社としてはありがたい。釣り客の荷物の制限は、クーラーは 30ℓ を 1個、
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アイスボックスは 2個までの制限を設けて運行する予定。釣り客に関する制限は 3社で統

一しようと考えている。 

 

＜今後の規模拡大について＞ 

• （玖須氏）比田勝港のターミナルは 3社以上船が入ると建物が狭いため、拡張工事も

検討しないといけないかもしれない。釣り客の荷物がどのくらいスペースをとるかに寄る

と考えている。→船と船の間の間隔を 40分置いているが、ターミナルの増築ができれば、

もう少し時間がかからなくなると考えている。 

• （玖須氏）今回のシーフラワー号 450人が定員と聞いているが、以前 800人くらい乗

れる大きな船を DEAが対馬に就航していたが今後大きいのにする計画はあるか？→所長は

対馬の航路再開に尽力して、再就航できた。今後うまくいけば、2000t の 600人乗りの船に

切り替えていきたいと思っている。2018年度、オーシャンフラワーⅡを売って、600人乗

りの船を買う予定を立てていたが、日韓の関係悪化や 2019年度コロナで行けなくなったの

で購入しなかった。今後改めて購入する可能性がある。購入を断念した 2000tの船は、当

時 200億ウォンだったが、今は 400億ウォンになっているようだ。今済州島の方安定した

運航になったら、見通しが立つ。オーシャンフラワーⅡは 800人、2500t。  

• パンスターと NINAの就航の開始時、ノベルティグッズを提供していたので、DEAの就

航の時も提供する。就航は厳原港から。 

• 利用者飲み込みは？→お客さんがいることに間違いはない。2018年は往復 80万人。去

年は往復 38万人。それを考えると増える余地があり、DEAが参入したら、50万人までは増

えると推測している。 

• （玖須氏）運航調整会議で CIQがよく言われたのは、船会社同士で話し合ってほし

い。 

 

＜対馬側の受入体制について＞ 

• （吉野氏）対馬側からすると当時オーバーツーリズムでおもてなし不足・受け入れ不

足があった。今後もそれが懸念される。→以前に対馬の受入キャパに対する調査をしたこ

とがあった。今は旅行会社がホテルを販売している。民宿の商品が見えていなかった。対

馬はホテルより民宿の方が魅力があると思うため、民宿利用が増えればと考える。飲食店

は、個人の方は確かにお店に並んでいるが、観光客が増えれば、対馬に新しい店も増えて

くるのでは。 

• （齋藤氏)体験メニューとして船会社として期待することは？→パークゴルフの利用を

考えている。屋内の体験は思いつかないので、課題として考えておきたい。 

• （吉野氏）観光客と地域で廃校の活用など一緒にできないか。→昔は周遊することが

目的だったが、今はここで何かをした、それを写真に撮って SNSに載せる。そういうアイ

デンティティが大事。「やったことを残すこと」が大事になってきている。インスタ映えす

るような場所に行ってネットに載せたい。 

• トレッキングはインスタ映えしないと韓国人は惹かれない。わざとインスタ映えする

場所を人工物でいいから作った方が良い。釜山の観光地ソミョン（甘川文化村？）では街

の壁に絵を描いてあり、有名になった。その絵をバックにして写真を撮る。日本には昔か

らあったストーリーを売りにするのもいいが、今作ったら 100年後には、ストーリーにな

っているので、新しい目玉のものを人工的に作ってもいいのでは。 

• （齋藤氏）対馬の地元に業者が作ったツアーを DEAが売るということはできるのか？ 

→是非お願いしたい。対馬の場合、年齢によって旅行のタイプが異なる。高齢者はパッ

ケージツアーを好む。若い人が対馬の何が良いと言っているかというと、着いたときに感

じられる異国の雰囲気。高い食べ物ではなく、コンビニで何か日本のものを購入している

という感覚を楽しんでいる。日帰り客も、大きなキャリーケースを持ってきて、買い物を

する。船は荷物のサイズで追加料金がない。 

• （カンジェ氏）対馬の住民と観光客が一緒にできることはないか→検討する。 

 

＜対馬から釜山にいく便の対馬の人の利用について＞ 

• （カンジェ氏）韓国人が朝対馬に着いて、帰りは対馬から釜山に戻るダイヤだが、対

馬の人が朝釜山に行って、夕方に戻るというようなパターンは想定できないか。土曜日
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は、9時 20分の対馬発の便は人を乗せずに戻るが、それに対馬の人を乗せられないか。→

検討する。 

 

  

日時 対象 

1/25 12:00~ Kin Kun Wooさん RYUN  

＜アーティストによる伝統市場の再生＞ 

• villageから歩いて 5分～10分のところ。釜山大学の近くの AGIT という場所は、昔は

幼稚園だった。場所の割に安いのをどう活用できるか考えるのがアーティスト。2008年に

空間を作った。作ったら人気が出て、人が注目し集まるホットプレイスになった。空間は

結果的に売ることにして、伝統市場の中に入ることにした。伝統市場は 90％空き店舗だっ

たが、０％になった。アーティストが入ったことによって土地の価格が最大 3.5倍になっ

た。土地の価格を上げてくれるお兄さんというニックネームになった。 

• いろいろやってきた結果、土地の価値を上げる方法が芸術だと気づいた。一方で、速

度を早くやってしまうと、芸術家がその土地から出ないといけなくなるということが分か

った。ゆるやかにやっていくこと、土地を所有しなければならないということに気づい

た。それは必ずしも一人で所有するわけではなく協同組合などでも良いと思う。 

• 商店街の会長までやったが、最終的には売った。故郷をつくるような概念で作るのが

大事。なぜかというと、10年後 20年後、力をいただくことができる場所になる。持続可能

というのは言葉だけでなく、しごとやコミュニティを作っていくことが大事。村づくりに

関連したアプリケーションを作った。 

• プロジェクトを通じて、商店街には移住者が 20名を超えた。最初はアーティストだっ

たが、これからは多様な人が入ってくる兆しがある。 

 

＜RYUN VILLAGE＞ 

• 都市から近くて、学校が周辺に多いというメリットがある。 

• 都市に近いというのは今の時代において大きなブランディングの一つ。その理由は、

都市の視点と田舎の視点の両方を持ち合わせることができるから。 

• RYUNというブランドで製品づくりが始まった。お茶（OEM、地域の産品×ブランド）を

はじめ、様々な商品を作り始めている。 

• Wealth careの事業をしている。子供は自然と触れながら、お母さんたちはピラティス

する。 

• こういうプログラムは大企業から依頼が来ることも。大企業はこういうプログラムが

好き。 

• 法人としてやっている。釜山国際映画祭の誘致も行った。 

• ウェルネスを全国にやってる人が増えたためそのネットワーキングの祭りをここで行

った。 

• 地域性と Wealth care を組み合わせて産業を作るイメージ。3階建ての物件で 1階がゲ

ストハウス、2階がライブスペース。土地の価格を上げてしまったという面もあるので、自

分たちの場所でコンテンツをつくるということに集中している。 

 

＜対馬と釜山の共同プロジェクト＞ 

• コロナ前から対馬でやっていきたいと思っていた。 

• 日本の事業体との連結ができたら嬉しい。民間で協定を結ぶとやりやすい（招待状や

連携協定など公的に結んでいると財団とかの助成金を使いやすい） 

• 2月から申請時期に入るが、日本の団体とパートナーシップがあるということを示した

い。 

• （齋藤）対馬側のカウンターパートには何を求めるか？→観光、空間。対馬側で必要

な技術や人を釜山から提供することができる。まずはやってみないと知ることができない

ため、やりながら進めていきたい。 
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• 具体的に釜山と対馬が何を一緒にできるか具体的に出てこないといけないと思う。観

光、食、教育、ヒーリング、お祭り・イベントなど。韓国から船で 1時間で行ける外国は

対馬の他にはない。 

• 自然さえ綺麗であればこういう映像が作れるのでブランディングできる。サウンドス

ケープという手法で、土地の音を集めて音楽をつくることもできる。 

• シェフを対馬から派遣、釜山から対馬へ派遣するのに充てられる韓国からの助成金が

ある。民間は自治体と一緒に申請する必要がある。2月から始まる申請に応募して実行する

ことが可能。 

• １年間ワークショップなどでまちづくりを計画して、2年目から実行していくことも可

能。これからパートナーシップ・覚書をかわす（電子でも問題無い）。 
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６ デジタルプラットフォームデジタルプラットフォーム運営支援 

 

・対馬市の公式ウェブサイトに策定プロセスなどを掲載 

・プラットフォームのあり方の検討（LINEチャットや公式 LINEの活用等） 
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７ 基本方針の設定 
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８ 全体構想の検討 
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９ 作業部会の開催 

観光・まちづくりをテーマにした比田勝・佐須奈・仁田の市民及び地域マネージャーで観光・

まちづくりにかかる協議を実施した。 

 

項目 内容 

日時・地区 （作業部会） 

2月 14日(金)  15:00-/19:00-  @比田勝 

2月 15日(土)  15:00-  @仁田 

2月 16日(日)  15:00-  @佐須奈  

（地域マネージャー校区会議） 

2月 17日(月)  10:00-  @佐須奈  

2月 17日(月)  13:00-  @上対馬 

 

参加者 （作業部会） 

比田勝 26人 

仁田 6人 

佐須奈 8人 

（地域マネージャー校区会議） 

佐須奈 6人 

比田勝 11人 

実施次第 〇趣旨説明 

〇現状課題の整理 

〇観光テーマの検討 

〇場所と人を考える 

 

事業アイデアについて意見の概要は以下。 
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（作業部会） 

2 月 14日(金)  15:00-/19:00-  @比田勝 
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2 月 15日(土)  15:00-  @仁田 
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2 月 16日(日)  15:00-  @佐須奈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域マネージャー校区会議） 

2 月 17 日(月)  10:00-  @佐須奈  
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2 月 17 日(月)  13:00-  @上対馬 
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【検討部会・地域マネージャー会議での事業アイデア】 


